
第 77 号議案 

 

小城市子ども支援センター運営規則 

 

 このことについて、別紙のとおり提出する。 

 

   平成 27 年３月 26 日 

 

小城市教育委員会 教育長 今村 統嘉 

 

提案理由 

本市における教育相談の充実と不登校発生の未然防止を図ること

を目的とする子ども支援センターを運営するにあたり、規則を制定す

る必要がある。 

 



小城市教育委員会規則第 号  
 
   小城市子ども支援センター運営規則  
 
 （趣旨）  
第１条 この規則は、本市における教育相談の充実と不登校発生の未然

防止を図ることを目的に設置する子ども支援センターに関し、必要な

事項を定めるものとする。  
 （名称及び位置）  
第２条 子ども支援センターの名称及び位置は、次のとおりとする。  
  名称 小城市子ども支援センター  
  位置 小城市三日月町長神田 2312 番地 6 
２ 子ども支援センターは、学校教育課内に置く。  
 （組織及び職員）  
第３条 小城市子ども支援センター（以下「支援センター」という。）に

センター長及び電話相談員を置く。  
２ 支援センターに教育心理検査員を置くことができる。  
３ センター内に不登校で学校生活に適応できない児童生徒を支援する

ことを主たる目的として適応指導教室を設置し、指導員を置く。  
（事業）  

第４条 支援センターは、次に掲げる事業を行うものとする。  
 (１ ) 教育相談及び教育支援に関すること。  
 (２ ) 適応指導教室の運営並びに入級児童生徒及び保護者への支援及

び指導に関すること。  
 (３ ) 発達障害児支援に関すること。  
 (４ ) 関係機関との連携に関すること。  
 (５ ) 前各号に掲げるもののほか、第１条の目的を達成するために必

要な事業に関すること。  
 （職務）  
第５条 支援センター長は、上司の命令を受けて所掌事務を取り扱い、

職員を指揮監督する。  



 （その他）  
第６条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別

に定める。  
   附 則  
 この規則は、平成 27 年４月 1 日から施行する。  
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